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午前10時00分開会

会議に付した案件

○協議事項

１．委員会報告書について

２．委員長報告（案）について

３．その他

出 席 委 員（11人）

委 員 長 日 髙 利 夫

副 委 員 長 永 山 敏 郎

委 員 中 野 一 則

委 員 外 山 衛

委 員 二 見 康 之

委 員 野 﨑 幸 士

委 員 山 下 寿

委 員 山 内 いっとく

委 員 齊 藤 了 介

委 員 重 松 幸次郎

委 員 脇 谷 のりこ

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

政策調査課主事 原 田 智 史

政策調査課副主幹 田 代 篤 生

○日髙委員長 ただいまから宮崎再生対策特別

委員会を開会いたします。

はじめに、委員席の決定についてであります。

齊藤委員におかれましては、３月５日付けで

所属会派が宮崎県議会自由民主党に変更となり

ましたので、委員席の変更を行います。現在お

座りの席のとおり決定してよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

それではそのように決定いたします。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程案を御覧ください。

本日は、委員会報告書と委員長報告案につい

て御協議いただきたいと思いますが、このよう

に取り進めてよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、そのように決定いた

します。

早速ですが、協議事項（１）の委員会報告書

についてであります。委員会報告書につきまし

ては、既に皆様の御了解をいただいているとこ

ろであり、３月14日の定例会最終日に、議場に

て３つの特別委員会報告書を合冊して配付させ

ていただきますので、御了承ください。

次に、協議事項（２）、定例会最終日の本会議

で行います委員長報告案についてであります。

委員の皆様から御了承いただいた委員会報告

書を要約して作成したものを事前にお配りして

います。これについて、ご意見がございました

らお願いします。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、そのように決定をい

たします。

最後に、協議事項（３）のその他で、委員の

皆様から何かございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○日髙委員長 それでは、ないようですので、

これで当委員会のすべての議事を終了したいと

思いますが、閉会にあたり、今年度の最後の委

員会となりますので、正副委員長から一言御挨

拶を申し上げます。

まず、永山副委員長にお願いしたいと思います。
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○永山副委員長 皆さんの御協力と日高委員長

のすばらしい運営のもとで無事終わることがで

きました。

調査した内容を委員会報告書という形で出し

ますが、それ以外でも皆さんが一般質問や代表

質問の中に織り込んでいただき、現場の声を聞

くことの重要性を改めて認識をさせていただき

ました。

今回の経験をもとに、引き続き県政のために

皆さんと一緒に頑張っていきたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。１年間

大変お世話になりました。

○日髙委員長 それでは私からも、御挨拶をさ

せていただきたいと思います。

宮崎再生ということで当初は調査内容が広い

と思いましたが、経済対策や観光、農業といっ

た面にポイントを絞ってこの１年間調査をさせ

ていただいたところです。

どのような成果が出たのかを数字で表すこと

は難しいですが、この宮崎再生という言葉が県

民にも大きく響いて、活力を出せる源になった

のではないかと考えています。

県政でも、全国初や九州初などの取組があり、

このように具現化してもらったということは、

委員会の設立目的を果たすことができたと思っ

ています。

個人的には、この宮崎再生を次のステージに

移していくための新しい波を、今後は模索して

いかなければならないと思っています。

いずれにしても、皆さんとともに、しっかり

と県政と協力をして、宮崎を育てていきたいと

思っていますので、今後ともどうぞよろしくお

願いしたいと思います。本当に１年間ありがと

うございました。

それでは以上をもちまして、令和５年度宮崎

再生対策特別委員会を終了いたします。

午前10時5分閉会
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